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図2－8　血液確保量及び採血種類別採血人数

図2－11　ポスター図2－9　月別の血液確保量

 800

700

600

500

400

300

200

100

0

220
210
200
190
180
170
160
150
140
130
120
110
100

20

19

18

17

16

15

14
1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

献
血
者
数（
万
人
）

献
血
量（
万
Ｌ
）

213
208 199 192 186

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

190
200

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

16.7
17.4

16.8
16.7

16.8
16.3 16.7

16.7

17.1
17.2

16.8

17.2

平成21年度
平成22年度
平成23年度

献血量（万L）

図2－10　月別の採血人数の推移
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はたちの献血キャンペーン

想いをかたちに はたちの献血

献血は、最も身近なボランティア。あなたのわずかな時間で、救える命があります。

会協送放ィテニュミコ本日人法団社般一、会協道鉄営民本日人法団社般一、盟連送放間民本日人法団社般一】援後【 社字十赤本日、県府道都、省働労生厚】催主【

平成23年4月1日から、採血基準の改正により、これまで男女ともに18歳以上の方にお願いしていた400mL献血について、
男性に限り17歳の方にもご協力いただけるようになりました。皆様のご協力をお願いいたします。

複数回献血クラブは、安全な輸血用血液を安定的に確保することを目的として運営しています。
登録いただいた方には血液センターから「献血のお願い」や「献血キャンペーン情報」などのメールが届き、会員特典もございます。

携帯電話・パソコンをお持ちの方はこちらから

複数回献血クラブ 検索複数回献血クラブ

安全性の高い血液の
確保のために、
成分献血と400mL献血に
ご協力をお願いします。

いつでも確実に患者さんに
血液を確保できるよう、
1年を通じて継続した
ご協力をお願いします。

若い人たちが、みんなで
高齢者を支えていく時代です。
10代、20代の方のご協力を、
特にお願いします。

肝炎ウイルスやHIVの検査を目的と
する献血や、健康に不安がある方は
ご遠慮ください。その様な場合は、
保健所またはかかりつけの医師等へ
ご相談ください。

♥複数回献血クラブ
複数回献血クラブは、安全な輸血用血液を安定的に確保することを目的として
運営しています。登録いただいた方には血液センターから「献血のお願い」や
「献血キャンペーン情報」などのメールが届き、会員特典もございます。

社会貢献活動である献血活動を国民に広くPRする機会として「献血サポーター」
にご参加ください。「献血サポーター」となった企業・団体には、「献血サポーター」
ロゴマークを日常の企業活動等において活用していただくことができます。

♥献血サポーター

携帯電話・パソコンをお持ちの方はこちらから携帯電話・パソコンをお持ちの方はこちらから 献血サポーター 検索複数回献血クラブ 検索

安全性の高い血液の確保のために、
成分献血と400mL献血にご協力を
お願いします。

いつでも確実に患者さんに血液を
お届けできるよう、1年を通じて
継続したご協力をお願いします。

若い人たちが、みんなで高齢者を
支えていく時代です。10代、20代の
方のご協力をお願いします。

肝炎ウイルスやHIVの検査を目的とする献血は、
ご遠慮下さい。健康に不安がある方は、
かかりつけの医師または保健所等へご相談下さい。
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いつでも患者さんに血液をお届けできるよう、

定期的な献血のご協力をお願いします。

7月は「愛の血液助け合い運動」月間

第４８回献血運動推進全国大会「標語」コンクール最優秀作品

滋賀県長浜市立南中学校　中西　真悠さん
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　図2-8 は、平成 14年度から23年度までの血液確

保量と採血人数の推移を示しています。平成23年度の

血液確保量は203万 Lであり、採血人数は、200mL

全血採血約 42万人、400mL 全血採血約 331万人、

成分採血約152万人、合計約525万人でした。平成

15年度から4年続けて献血量が前年を下回っていまし

たが、平成19年度に採血量が増加したことにより回復

の兆しを見せています。

　採血人数については、前年度を下回り続け、減少傾向

が引き続いていましたが、平成20年度以降増加に転じ

ましたが、平成23年度は前年度を下回りました。

　また、図2-9 における、平成21年度から 23年度

までの月別の血液確保量及び図2-10における月別の採

血人数の推移によると、採血量と採血人数は、例年、冬

期から初春 (特に、2月から3月 ) に減少する傾向が見

受けられます。

　これらのことから、国、地方公共団体及び日本赤十字

社は、「愛の血液助け合い運動」、「はたちの献血キャン

ペーン」等の広報活動を行い、採血量及び採血人数の確

保に努めています（図2-11）。

　とりわけ、平成17年 2月に国内で初めて変異型ク

ロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）患者が確認された

ことから、当分の間の暫定措置として、1980年から

1996年の間に英国に1日以上滞在歴のある方からの

献血を制限することを決定し、同年6月より実施する

ことになりました。（現在は１カ月以上の滞在歴に緩和）

　これにより、献血者がさらに減少し医療に必要な血液

が不足するおそれが生じたため、同年4月に厚生労働

大臣を本部長とする「献血推進本部」を省内に設置し、

関係部局一丸となって献血の確保、血液製剤の適正使用

等の対策の推進を図るとともに厚生労働大臣自らによる

街頭での献血者確保のための「緊急アピール」等のはた

らきかけを行いました。

　この結果、献血者数及び献血量が増加し、年間を通し

て、安定供給に必要な血液量を確保することができまし

た。しかし、今後も引き続き海外渡航歴による制限や若

年層の献血者の減少が続くと考えられることから、若年

層に対する献血推進活動、季節変動や地域差を考慮した

献血の呼びかけや在庫状況の確認を徹底する必要があり

ます。

血液確保量・採血人数の動向




